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第１７９回理事会が２月９日（木）14 時から愛知県自動車会

館５F 会議室において開催されました。理事１４名の出席があ

り、冒頭金原理事長のあいさつの後、次の審議及び報告が行われ

ました。 

次期理事長候補について、副理事長の平岩晃一氏が立候補され

たので次期理事長として推薦し、員外理事候補者は正治博史専務

理事及び新明工業㈱ボディーサービスセンターの各務公久理事を

再選出することで承認されました。 

「令和５年度２級シャシ自動車整備士講習及び自動車車体整備士講習」については、受講希望者は

少ないが、特定整備認証の猶予期間が１年余りとなっており、三河教育センター開設により三河地区

での受講者も見込まれることから、三河教育センターで自動車車体整備士講習を実施することで承認

されました。 

理事長から日車協連の動きについて、次の報告がありました「先進安全自動車対応優良車体整備事

業者」の「高度化車体整備技能講習」 の一部免除について / 大手モータスが起こした保険金不正受

給事案について / 材料代高騰による値上げの実態調査アンケート結果について / 連合会のDX化の取

り組みについて、 その他事項として、専務理事から５月２１日（日）開催の通常総会のお知らせと、

1月19日発出の「次期理事候補者の推薦並びに支部長等の選任について」のお願いがありました。 

 

２月１５日（水）名古屋銀行協会において、第２０回愛知県自動車盗難等防止

協議会総会が、大村知事及び鎌田県警本部長を来賓に招き盛大に開催されまし

た。当協議会は、自動車盗難等防止活動に取り組み、安全で住みよい地域の実現

に寄与することを目的として、「２２の自動車関連団体・機関

で構成され、愛車協から理事長と専務理事が出席しました。総

会は来年度の活動計画案等全て承認されました。その後、県警本部の谷口高一地域

安全対策室長から「愛知県の自動車盗難の現状と対策」と題して講演が行われまし

た。 

 

後期健康診断が先月２１日から２４日の３日間で、会場となった 

１０地区、及びセントラルクリニックで４１社１３８名が受診されました。

毎回検診会場を提供くださる組合員様、及び会場の手配していただいている

組合員様の皆様には、ご協力いただき誠にありがとうございます。 

次回もお手数をおかけして大変申し訳ありませんが、引き続きよろしく 

お願いいたします。  
                                   （愛車協での検診風景） 

 



 

特定整備工場制度開始に伴う取得済工場数は、2月末現在愛知県全体で3，461工場（愛整振情報）

が電子制御装置整備を取得しており、その内愛車協組合員の取得数は、次のとおりです。 

② 整備主任者等資格取得講習者数：１44人 

③ 電子制御装置整備の特定整備工場取得者数：9７社 

④ 内新規電子制御装置整備の特定整備工場取得者数：１２社  

 

 「次期理事候補者並びに支部長等の選任ついて」 
１月１９日にご案内していますが、各支部におかれましては、 

次期理事候補者の推薦並びに次期支部長、会計を選任していただき、３月２４日（水）までにメール 

又はFAXで事務局まで報告いただきますようお願いいたします。                                    
 

「通常総会について」 
第１９回通常総会を下記のとおり開催しますので皆様のご出席を待ちしています。 

１， 日時：令和５年５月２１日（日）１６時から 

２， 場所：名鉄グランドホテル １１F桂の間 

 

＊後日FAX及びメールにてご案内させていただきますので宜しくお願いします 

 

 

令和５年度第２回技能検定試験「自動車車体整備士」が以下の通り実施されます。 

実技試験：令和５年１２月１０日（日） 

申請の受付期間：令和５年１０月１６日（月）～ 令和５年１０月２０日（金）まで 

申請書の提出場所：最寄りの運輸支局（愛知運輸支局） 

※ 技能検定申請書の請求方法については、最寄りの運輸局へお問い合わせください。 

愛知運輸支局：052-351-5314 

 

 

3月21日の「春分の日」とはどういった日かご存知でしょうか？ 

一般的には、「昼と夜が同じ長さになる日」と知られているとおもいます。 

昔の人たちは冬と共に長い夜が終わり春を迎える節目と、考えていたのかも 

しれませんね。 

春分の日は、国民の祝日に関する法律で「自然を称え、生物をいつくしむ」 

ことを趣旨として定められています。 

春は、冬眠していた動物が目を覚ましたり、植物が芽を出したり、暖かくなって活発になりはじめ

た生き物の大切さを確認する日といえます。 

新しい季節と年度を目の前に控え、外の景色も代わり映えしつつあるこの時期、暖かくなると気が

緩みがちですが、来年度にむけて、気を引き締め努力していきたいと思います。 

 


